
１ 利活用の推進 

 

 

０６ 
「確かな言葉の力」を身に付ける学びづくり 
～３つのシートを活用した国語科のカリキュラム・マネジメント～ 
神奈川県 横浜市立並木中央小学校 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 横浜市金沢区並木 

１－２５－１ 

児童生徒数 306 人 

教職員数 21 人 

蔵書数 約 8,600 冊 

年間貸出冊数 3,818 冊 

  
【テーマ】読書啓発・指導 

【活動のねらい】 

 学校教育目標のひとつとして掲げている「豊かなコミュニケーション
能力」の育成は、確かな言葉の獲得と活用が図られる姿であると考
えている。 

 子どもたちが、主体的、対話的に取り組む深い学びづくりへのチャレ
ンジは、国語科の指導方法にとどまらず、生きて働く力としての学び
づくりでもあり、そうした取組が学校全体の目指す方向性であること
で、組織的に言葉を駆使する子どもたちの育成につながるものと考
えている。 

 

 
 
 

 再編統合以来 14 年間、学校教育目標の具現化

に迫るために、「確かな言葉の育成」を視点に、

学校図書館の利活用を視野に入れた教育課程

の創造に努めてきた。 

 コミュニケーション能力や読書活動を支える

基盤としての言語の力を獲得し、その活用が図

られる姿が日常的に見られるよう、国語科を切

り口とした単元開発、カリキュラム・マネジメ

ントを重ねている。 

 年間一人２回の授業実践（研究授業）を行い、

学校図書館の利活用を含めて、指導事項・言語

活動・教材の三者の整合性のある国語科の授業

改善への取り組みが、本校の特色・強みとして

浸透してきていると思われる。 

 
 
 
 
 

 多岐に渡る研究方法のうち、授業づくりの生命

線としてとらえ、改良を重ねながら実践の質を

高めていくために活用しているのが、授業づく

りを支える以下の３つのシートである。 

 

（１）GS シート（単元プラン凝縮シート） 

 どのような指導事項（身に付けたい資質・能力）

を、どのような言語活動や教材を通して身に付

けていくか構想を検討する素案となる計画書。 

GS シートの例 
 

（２）BS シート（教材分析シート） 

 教材文にとどまらず、並行読書材となる図書資

料・言語活動の特徴や既習の読書経験や学習の

場の設定、掲示物等も教材と捉え、「教材」を

言語活動という視点を通しながら分析整理し

ていく分析書。 

 学習計画や学習評価についての視点も組み入

れ、子どもたちが主体的、対話的に課題解決を

行うプロセスを明らかにしていくためのもの

である。 

 
 
 
 
 

 

取組・活動の概要 

取組・活動の工夫や特徴 
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BS シートの例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）CS シート（カリマネシート） 

 国語科で身に付けたい資質・能力をベースとし

た年間指導計画 

 それぞれの単元で身に付けたい資質・能力のつ

ながりを視覚化 

 国語科で身に付けたい資質・能力が、系統的・

段階的かつ、螺旋的・反復的に整理 

 教育課程全体を通して、教科横断的に育成を目

指す資質・能力と国語科で身に付けたい資質・

能力とのつながりを俯瞰 

 読書指導や情報活用能力の育成に寄与する学

校図書館の利活用を視野に入れた学習指導計

画 

CS シートの例 
 
 

 
 

 14 年間の取組により、子どもたちの育ちの姿

として言葉を獲得し、活用していく姿が定着し

てきている。 

 国語科に閉じた場面での姿ではなく、他教科の

学習や生活のなかでの「話す力・聴く力」「読

む力・書く力」という姿となってきていること

は、学習状況調査等の学習意識・生活意識調査

からも子どもたちに実感されてきている。 

 次年度以降も継続予定である。 

 

 

 

 

 

 
 
 

取組・活動の成果や今後の展望 


